
● 対象者
　  広島学習センター・福山サテライトスペース所属の卒業研究履修を目指す全科履修生
● 受講条件
　  １年以上在学し31単位以上修得済みの方(編入学、学士入学された方も受講条件を満たします。)
　  ※卒業研究事前支援の受講条件と、卒業研究を履修するための申請条件は異なります。
  　※卒業研究の履修申請条件については4ページ目の「卒業研究履修の流れ」を確認してください。
● 募集人数
　  各客員教員5名程度
● 申込方法
  　「卒業研究事前支援申込書」に必要事項を記入し、広島学習センター・福山サテライトスペース事務室へ提出して
    ください。FAXでの提出を希望される場合は、送信前に事務室へ電話で連絡してください。
● 申込締切
　  10月11日(日) ※10月12日(月)以降の申込みは受け付けできませんので、必ず締切は守ってください。
● 決定通知
　  受講可否決定通知を郵送またはメールにて、10月下旬頃に送付します。
● 実施日程
　  11月～2月に月1回、計4回実施します。実施日は土日で、客員教員ごとに異なります。
    実施日の詳細は次頁からの「各支援客員教員の実施日程、テーマ・進め方について」をご覧ください。科目登録を
    検討している面接授業と実施日程が重なっていないか確認してから申込みしてください。
● 実施場所
　  広島学習センター及び福山サテライトスペースの教室等で行います。実施当日に学習センター・サテライトスペー
    ス内の掲示板へ掲示しますので、確認してください。

● 2027年度に卒業研究を履修される方は受講できません。
● 同一学期に複数の卒業研究事前支援を受講することはできません。また、学期途中で変更することもできません。
● 前学期に引き続いて同一教員の卒業研究事前支援の受講を希望する場合は、必ず担当の教員に相談のうえ、卒
　　業研究事前支援申込書を提出してください。
● 支援客員教員の決定は、卒業研究事前支援申込書の内容等を考慮して行いますので、必ずしも第1希望の支援客
　　員教員とならない場合があることをご了承ください。
● 受講可否決定通知は郵送またはメールにて送付いたしますので、卒業研究事前支援申込書の「受講可否の連絡方
　　法」欄の「郵送」か「メール」のどちらかを必ず選択してください。
● 卒業研究事前支援は「卒業研究申請書」を書くまでの支援であり、実際の卒業研究指導とは異なります。

「卒業研究事前支援」とは、「卒業研究申請書」を作成するまでの支援を、客員教員の分野別に開設し、ゼミ形式で行
うものです。卒業研究の履修を検討している全科履修生の方は、是非、お申込みください。

卒業研究は、全科履修生の選択科目であり、履修しなくても卒業を目指すことは可能ですが、自分が定めたテーマを
探求してまとめること、教員から直接指導を受けるまたとない機会であること、大学での学習の総仕上げの意義を持つ
ものであることから、履修されることをお勧めしています。
　その卒業研究を履修するためには、まず履修する前年度に「卒業研究申請書」を作成し提出しなくてはいけません。
「卒業研究申請書」には、「研究テーマ」「研究テーマ概要」「履修の動機」「現段階での研究計画」を具体的に記入

する必要があり、申請書の内容が不十分であると、履修が許可されない場合もあります。
そこで、広島学習センター・福山サテライトスペースでは、卒業研究の履修を目指す全科履修生を対象に、広島学習

センター・福山サテライトスペースの客員教員による「卒業研究事前支援」を実施しています。
※卒業研究の履修を検討している方は、4ページ目の「卒業研究履修の流れ」を確認し、学習計画を立ててください。

　注意：卒業研究事前支援の受講条件を満たしていない方は、今後の学習の参考にご覧ください。

放送大学広島学習センター・福山サテライトスペース

２０２６年度第２学期

卒業研究事前支援 受講者募集について
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保健・福祉領域の研究の進め方

11月 22日 (日) 12:45～14:15

12月 6日 (日) 13:30～15:00

1月 9日 (土) 12:00～13:30

2月 6日 (土) 12:00～13:30

教育学関連の研究の進め方

11月 8日 (日) 11:30～13:00

12月 6日 (日) 12:00～13:30

1月 16日 (土) 11:30～13:00

2月 27日 (土) 10:45～12:15

教育学の研究の進め方

11月 21日 (土) 10:45～12:15

12月 19日 (土) 11:30～13:00

1月 9日 (土) 13:30～15:00

2月 20日 (土) 11:30～13:00

心理学の研究の進め方

11月 8日 (日) 14:15～15:45

12月 5日 (土) 12:00～13:30

1月 10日 (日) 11:30～13:00

2月 7日 (日) 12:00～13:30

心理学研究の進め方

11月 7日 (土) 14:30～16:00

12月 5日 (土) 14:30～16:00

1月 16日 (土) 14:30～16:00

2月 6日 (土) 14:30～16:00

国際経済学の研究の進め方

11月 29日 (日) 11:30～13:00

12月 6日 (日) 11:30～13:00

1月 17日 (日) 11:30～13:00

2月 13日 (土) 14:15～15:45

各支援客員教員の実施日程、テーマ・進め方について

国際経済に関わるテーマで、卒論研究を希望される方を対象に、各自の問題意識の明
確化、研究の方法、資料収集、論文作成上の技法などについて、受講者と意見を交換し
ながら、以下のとおりに行います。
第1回　卒業論文の作成までの工程の指導を行う
第2回　研究テーマ決めと、研究の方法についての指導を行う
第3回　基本的な文献・先行研究のレビューを行う
第4回　論文作成上の形式と技法についての指導を行う

上川　紀道

保健・福祉分野の研究とは、人々の健康と生活の質を向上させるために、多岐にわた
る側面から課題を探究する学問領域です。まずは、研究を志すに至った経緯をお聞きし
ます。その上で、研究テーマの決め方、先行研究のレビュー、研究の方法、データ・資
料の集め方について説明を行い卒業研究の履修申請に向けて支援を行います。

三根　和浪

（1）どのような研究をしたいかについて、受講者同士の情報や意見交換を行うと共に希
   望を聴取します。
（2）次について説明します。
　　・研究とはどのようなことやものをいうのか（研究の領域や要件）。
　　・研究論文の構成からわかる研究の進め方の例。
　　・興味や関心のある研究領域の先行研究をどのように調べたり評価したりするか。
　　・研究の方法及びデータ・資料の進め方。
（3）上記を踏まえ、卒業研究の履修申請に向けての支援を行います。

滝沢　潤

（1）教育（学）に関して受講者が関心のある事柄についての情報収集や意見交換をしな
   がら、各自の研究関心を具体化していきます。
（2）より具体化した研究関心に関するキーワードを用いて先行研究を検索・収集し、そ
   の成果と課題を要約します。
（3）先行研究のレビューを踏まえて、研究テーマを絞り込み、それについて意見交換を
   行うことで、研究テーマを確定していきます。
（4）研究の目的や方法の決め方、研究論文の構成、文献等の記載方法などについて説明
   し、卒業研究の履修申請を支援します。

澤田　英三

各自が関心をもっている心理学的な現象に対して、心理学の研究を進めるための考え方
や方法論についての説明を行い、参加者同士で意見交換をしながら、卒業研究の履修申
請に向けた準備を支援します。

岩永　誠

心理学はこころの働きについて調べる学問です。しかし、こころを直接調べることは
できないため、人の行動を観察したり、質問紙を用いて態度や好みを測定したり、生理
反応を測定することで身体の状態を調べて行きます。こころの働きを探るには、客観的
な行動等の測定が求められるのです。

事前支援では、こころや行動について、皆さんが興味を持っていることや疑問に思っ
ていることを、どのように研究の対象にしていくことができるかを指導して行きます。
自分のテーマに関する先行研究を読み、問題を焦点化して研究の俎上に上げるための学
びをしてもらいたいと思います。発表とディスカッションを通して、卒業研究の履修申
請に向けて支援をしていきます。

権　俸基
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日本・世界が直面している問題の国際法に基づく分析

11月 14日 (土) 14:15～15:45

12月 5日 (土) 12:00～13:30

1月 17日 (日) 12:00～13:30

2月 7日 (日) 12:00～13:30

人文学の研究の進め方

11月 28日 (土) 14:15～15:45

12月 6日 (日) 11:30～13:00

1月 30日 (土) 13:30～15:00

2月 13日 (土) 12:00～13:30

社会における情報の活用、教育工学の分野における研究

11月 7日 (土) 11:30～13:00

12月 13日 (日) 11:30～13:00

1月 10日 (日) 11:30～13:00

2月 6日 (土) 10:45～12:15

人間社会と自然・環境との関連性

11月 7日 (土) 11:30～13:00

12月 26日 (土) 11:30～13:00

1月 9日 (土) 11:30～13:00

2月 7日 (日) 10:45～12:15

心理学の研究の進め方

11月 29日 (日) 14:15～15:45

12月 5日 (土) 11:30～13:00

1月 30日 (土) 11:30～13:00

2月 20日 (土) 14:15～15:45

実証的な日本文学研究法

11月 28日 (土) 12:00～13:30

12月 19日 (土) 14:15～15:45

1月 16日 (土) 12:00～13:30

2月 13日 (土) 14:15～15:45

大塚　攻

・受講者から発案された研究テーマに関する既存の知見がまとめられた文献や本などを
提示します。読後、自身のテーマとの関連について意見を求めます。
・テーマに関連する最新の新聞、テレビ、信頼のおけるネット、SNS情報を総合して、
テーマのリアルタイムの動態を把握します。

松尾　浩一郎

どのようなテーマ、方法論で研究を行いたいか希望を聴き、意見交換をしながら支援
を行います。研究テーマの決め方、先行研究のレビュー、研究の方法について説明を行
い、卒業研究の履修申請に向けて支援を行います。

久保田　啓一

日本文学の研究法にはさまざまな流儀があります。古代から近現代まで、時代によっ
て伝存資料の多寡には大きな開きがありますし、ジャンルによっても主流となる方法に
は違いがあります。その中で後世まで確実に残るのは、注釈と同時代評価を基とする実
証的な研究です。先行研究の収集と整理、作品の本文の定め方、これまでの注釈の問題
点などを洗い出し、卒業研究としてどのように新たな見解を導くか、受講者の課題に即
して、具体的なアドバイスを織り込みつつ支援していきます。

西谷　元

受講者との意見交換をもとに研究テーマを絞り込み、先行研究の調査・研究方法（条
約、国内外判例、事例の検討）について説明を行い、卒業研究の履修申請に向けて支援
を行います。

鴨頭　俊宏

人文学分野のテーマで卒業研究を希望される方を対象に、卒業研究の履修申請に向けて
支援を行います。人文学といってもそのなかにさまざまな研究分野があり、しかも、分
野ごとに研究の個別具体化・細分化がますます進んでいるといわれています。ゆえに、
まずはこうした動向との向き合い方を学ぶことから始めます。そのうえで、ディスカッ
ションを交えながら①研究テーマの決定、②資料収集の方法、③先行研究のレビューに
関し説明していきます。

中田　美喜子

社会における情報の活用に関わるテーマで卒業研究を希望される方を対象に、問題点
の検討から先行研究の調査、研究の方向付け、資料・データの収集方法、研究のまとめ
方などについて指導を行い、卒業研究の履修申請に向けて支援します。
第1回　研究テーマについて問題を整理し先行研究を調査します。
第2回　先行研究から研究テーマを明確にして方向性を決めます。
　　　 資料・データの収集方法も指導します。
第3回　研究の目的や方法を明確にします。
第4回　履修申請に向けて計画案をまとめます。
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　　　　　　　　※必ず確認し、卒業研究の履修計画を立ててください。

◆ 卒業研究履修申請の条件
  全科履修生として2年以上在学し、62単位以上修得した方
  ※放送大学に3年次編入した方は、2年在学したものとみなします。
  ※修得単位は履修申請年度の第１学期開始時点の修得単位数の合計（入学時に認定された既修得単位数も含む）が
　  62単位以上必要です。

◆ 申請から履修許可までの流れ

◆ 卒業研究の単位
  卒業研究に合格すると、所属するコースの専門科目として6単位を認定します。6単位のうち、3単位は放送授業、3単
位は面接授業の単位として認定します。

【注意事項】

  卒業研究履修中は、通年科目のため第1学期末での卒業判定は行いません。卒業研究履修者は、第1学期末で卒業要件
を満たしたとしても、卒業はできません。
　卒業研究履修申請中、または卒業研究履修中に学籍が切れる場合は、必ず次学期からの再入学手続きを行ってくださ
い。再入学手続きを行わない場合は、卒業研究の履修資格を失います。
　卒業研究の履修申請後から履修開始までに、卒業要件を満たした場合は卒業となり、卒業したコースの卒業研究が履
修できなくなります。また、2024年度から適用される新しいカリキュラムへカリキュラム変更されますと、卒業学期が
早まってしまう場合がありますのでご注意ください。
　卒業研究の履修期間中は、所属コースの変更はできません。コースを変更して卒業研究を履修したい場合は、卒業研
究履修開始年度までに変更できるよう「所属コース変更願」を放送大学本部へ提出するか、システムWAKABAより手続き
を行ってください（提出期限厳守）。旧専攻に対応するコースへの移行は、卒業研究履修中であっても可能です。
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